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2022年度（2022年10月1⽇〜2023年9月30日）事業計画書 

特定非営利活動法人 ホープ・インターナショナル開発機構 

 

1.  事業実施の方針 

特定非営利活動法人ホープ・インターナショナル開発機構は、発展途上国その他海外および日本国内の貧

窮者や困窮者に対して、食糧供給その他の救援方法によって人道支援を行うことを目的として、以下の3つ

の目標をもとに下記の事業を計画実施する。 

目標1. 実行可能で持続可能な事業を行い発展途上国の人々の支援を行う 

目標2. 実行可能で持続可能な事業を行い日本国内の人々の支援を行う 

目標3. 国内に於いて国際支援活動についての理解を深める為の情報提供や教育を行う 

具体的には、本法人の定款第5条第1項の事業として、発展途上国および国内における地域開発支援事業、

発展途上国および国内における教育等の支援事業、発展途上国等における支援活動の紹介事業、発展途上国

等への支援金送金の為の募金活動を実施する。 

 

2. 事業の実施に関する事項 

特定非営利活動に係る事業 

 

① 発展途上国および国内における地域開発支援事業 

１）海外地域開発支援事業 

収益見込み額： 助成金 79,620,000円 

支出見込み額： 各事業参照 

 

Ａ．カンボジア地域開発事業 

（ア）事業内容 汚れた水を飲むまたは使用する事が原因で発症する致命的な病気の減少

を目的とした井⼾とトイレ建設および衛生教育、また栄養改善と収入向上

を目的とした家庭菜園およびアニマルバンク。 

（イ）実施予定日時 2022年10⽉〜2023年12月 

（ウ）実施予定場所      ポーサット州ビール・ベン地域サメイット村他 

（エ）従事者の予定人数  現地スタッフ 8名 

（オ）受益対象者・人数 サメイット村住⺠（783名）他 

（カ）費用見込み額 5,300,000円 

 

Ｂ．エチオピア地域開発事業 

（ア）事業内容 汚染された水源から水を飲むまたは使用する事が原因で発症する致命的

な病気の減少を目的とした簡易水道の設置と保健衛生教育、学校トイレ

促進及び少額融資マイクロファイナンスを含む女性エンパワーメント事業。 

（イ）実施予定日時 2021年2⽉〜2023年12月 

（ウ）実施予定場所 南部諸⺠族州オイダ地区ウバ・ヤンバラ郡、カレ・マロ郡、ベレタ郡およ

びバガラ郡村落 

（エ）従事者の予定人数 国際スタッフ2名および現地スタッフ34名 
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（オ）受益対象者・人数 オイダ地区村落住⺠11,251名他 

（カ）費用見込み額  81,120,000円 

 

Ｃ．フィリピンパムラーン事業 

（ア）事業内容          経済的余裕がないため教育を断念せざるをえない過疎地域の先住⺠学⽣に

対する奨学金と出身村における地域開発支援。 

（イ）実施予定日時 通年 

（ウ）実施予定場所 フィリピン南部ダバオ市と近隣地区 

（エ）従事者の予定人数  現地スタッフ 2名 

（オ）受益対象者・人数 パムラーンセンター(大学)にて勉学を希望するダバオ近隣出身の学生10名 

（カ）費用見込み額 2,700,000円 

 

D. カンボジア学校支援事業 

（ア）事業内容 学校が近辺にないため教育を断念せざるをえない児童を対象にした過疎

地域における教育、就学率向上を目的とした小学校の教室増設。 

（イ）実施予定日時  2022年10⽉〜2023年9月 

（ウ）実施予定場所 ポーサット州ビール・ベン地域サメイット村 

（エ）従事者の予定人数  現地スタッフ 4名 

（オ）受益対象者・人数  サメイット村の児童（約88名） 

（カ）費用見込み額  2,700,000円 

 

3）参加型支援紹介事業 

（ア）事業内容 事業地にてボランティアとして現地住⺠と⼀緒に活動することにより､水供

給をはじめとした支援がもたらす生活の変化を自分の目で見て、考えるため

の参加型支援。 

（イ）実施予定日時 年2回 日程は夏を予定 

（ウ）実施予定場所 カンボジア、ポーサット州ビール・ベン地域 

（エ）従事者の予定人数 1名 現地スタッフ3名 

（オ）対象者・予定人数  日本在住のボランティア 15名 

（カ）費用見込み額  4,140,000円 

 

② 発展途上国における支援活動の紹介事業 

 

1）国際理解教育活動事業 

（ア）事業内容  本法人が行なっている国際支援活動を団体ウェブサイト、イベントの開催、

プレゼンテーション、ワークショップ、現地事業視察等を通して紹介し、

発展途上国での支援活動参加意欲の向上を図る(国際理解教育活動と呼ぶ)。 
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（イ）実施予定日時 

・ウェブサイト ： ホームページにて 随時 

・チャリティーディナー ： 年4回 2022年10⽉〜2023年9月 

・ホープ・ナイト ： 年6回 第２火曜日19：00〜21：00 

・UNION （参加型支援）  ： ①−3) 参照 

・その他イベント・講演会： イベント8回、講演会8回（詳細未定） 

（ウ）実施予定場所 

・ウェブサイト ： ホームページにて 

・チャリティーディナー ： ヒルトン名古屋、コンラッド大阪、東京アメリカンクラブ、福岡未定 

・ホープ・ナイト ： オンラインおよびシューターズ スポーツバー＆グリル 

 ・UNION（参加型支援） ： ①−3) 参照 

・その他イベント・講演会 ： 詳細未定 

（エ）従事者の予定人数 

・ウェブサイト ： 1名 

・イベント ： スタッフ・ボランティア全員 

・UNION（参加型支援） ： ①−3) 参照 

・その他イベント・講演会 ： 2名 

 

（オ）受益対象者の範囲及び予定人数 

・イベント・講演会 ： 参加者 

・UNION（参加型支援） ： ①−3) 参照 

 

（カ）収益見込み額 国際理解教育事業： 5,900,000円 

（キ）費用見込み額 国際理解教育事業： 5,280,000円 

 

 

２）募金活動 

（ア）事業内容  本法人が行なっている国際支援活動をウェブサイト、イベントや講演会等を通して

紹介し、発展途上国での支援活動への理解促進と募金活動、毎月もしくは毎年一定

額の寄付を企業や個人に募るホープ・パートナーの募集、個別プロジェクトに対す

る募金活動を行う。 

（イ） 実施予定日時 

・ ホープ・パートナー募集、プロジェクトアピール 随時 

・ イベントに関しては上記②-1）参照 
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（ウ） 実施予定場所 

・ ホープ・パートナー募集、プロジェクトアピール 随所 

・ イベントに関しては上記②-1）参照 

 

（エ）従事者の予定人数 

・ 募金活動、プロジェクト紹介、アピールに関してはスタッフ全員で行なう 

 

（オ） 受益対象者の範囲及び予定人数 

・ 上記①の各プロジェクト受益対象者・人数を参照 

 

（カ） 収益見込み額： 

  

 

 

 

 

（キ） 費用見込み額： 

 

 

・ホープ・パートナー 4,445,000円 企業8社 

 5,644,000円 個人160名 

・プロジェクト・アピール 18,200,000円 

・一般募金 10,920,000円 

・ホープ・パートナー 250,000円 

・プロジェクト・アピール 100,000円 

・国際理解教育事業一般 1,800,000円 


